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クロスメディアを総合力でプロデュースする

■村上信夫プロフィ−ル
2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
現在は、全国を回り「嬉しい言葉の種
まき」をしながら、文化放送『日曜はが
んばらない』（毎週日曜10:00〜）、月
刊『清流』連載対談〜ときめきトーク
などで、新たな境地を開いている。各
地で『ことば磨き塾』主宰。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『嬉しいことばの種まき』『こと
ばのビタミン』（近代文藝社）『ラジオ
が好き!』（海竜社）など。趣味、将棋
（二段）。
http://murakaminobuo.com

■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。

俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の

（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師
事
。

俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元

（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師
事
。

俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少

女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ
し

い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。

個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

俳
画
教
室 

月
二
回　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

フ
ル
ー
ト
教
室

開
講
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
簡
単
に
音
が
出

せ
る
楽
器
で
す
。

あ
な
た
も
今
日
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン。

受
講
生
募
集
�

講師  イネ・セイミ
《日本インディアンフルートサークル協会ディレクター》

ネイティブアメリカンのスピリットが感じられる
インディアンフルート,その音色はやさしく心に響きます。

1レッスン・30分4,000円　会場・半田市桐ヶ丘

申込み
お問合せ

0569-89-7127
ine.seimi. jp@gmail .com

会　 場   マツイシ楽器店
　　　　ミュージックガーデン武豊
時 　 間　隔週木曜日（月 2 回）
　　　 　10：00 〜 11：00
形　  態　グループ
会　  費　1ヶ月8,802円（入会金）5,400 円

詳しくはマツイシ楽器店本社　教室係まで
フリーダイヤル：0120-37-5576

好評
発売中

藤
澤
ノ
リ
マ
サ
さ
ん
は
、「
ポ
ッ
プ
オ
ペ
ラ
の
貴
公
子
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ポ
ッ
プ
オ
ペ
ラ
は
、
曲
の
サ
ビ
の
部
分
に
有
名
な
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
を
入
れ
、
サ
ビ
以
外
は
新
た
に
作
曲
し
た
ポ
ッ

プ
ス
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
サ
ビ
の
部
分
は
イ
タ
リ

ア
オ
ペ
ラ
の
発
声
法
で
歌
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
ポ
ッ
プ
ス
の

発
声
法
で
歌
う
の
で
、
ポ
ッ
プ
ス
好
き
な
方
に
も
ク
ラ
シ
ッ

ク
好
き
な
方
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
だ
。

ラ
ジ
オ
ビ
タ
ミ
ン
の
「
ノ
リ
ノ
リ
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
は
本

当
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
藤
澤
さ
ん
の
ノ
リ
の
良
さ
で
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
も
ら
お
う
と
企

画
し
た
ら
、
大
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
。
彼
が
出
演
す

る
日
は
お
便
り
が
た
く
さ
ん
来
て
、
リ
ス
ナ
ー
拡
大
に
一
役

か
っ
て
く
れ
た
。「
毎
回
バ
ッ
ハ
さ
ん
と
か
、
ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
さ
ん
と
か
親
し
み
を
込
め
な
が
ら
、
一
人
の
作
曲
家
に
焦

点
を
当
て
て
解
説
し
ま
し
た
が
、
正
直
、
音
大
時
代
よ
り
よ

く
勉
強
し
ま
し
た
」
と
藤
澤
さ
ん
は
苦
笑
す
る
。

ポ
ッ
プ
オ
ペ
ラ
は
、
こ
う
し
て
生
ま
れ
た

１
９
８
３
年
、
北
海
道
札
幌
市
生
ま
れ
。

北
海
道
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。「
広
大
な
大
地
、

澄
み
渡
る
空
、
深
い
藍
を
た
た
え
た
海
…
ボ
ク
の
曲
作
り
の

原
風
景
」
だ
と
言
う
。
空
と
海
と
大
地
に
抱
か
れ
た
音
楽
作

り
が
ノ
リ
マ
サ
流
。
狭
い
空
間
で
締
め
切
り
に
追
わ
れ
る
の

は
流
儀
に
合
わ
な
い
。

父
は
声
楽
家
、
母
は
歌
謡
曲
の
先
生
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
、

家
の
中
に
は
、
イ
タ
リ
ア
歌
曲
か
歌
謡
曲
の
い
ず
れ
か
が
流

れ
て
い
た
。
い
つ
も
音
楽
が
あ
っ

た
の
だ
。
こ
の
両
親
の
も
と
に
生

ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
今
は
な
い
。

藤
澤
さ
ん
の
音
楽
に
向
け
て
の

道
が
拓
か
れ
た
の
は
、
小
学
校
時

代
だ
。
１
年
生
の
時
、
テ
レ
ビ
で

歌
手
を
見
て
、「
自
分
も
歌
手
に
な

り
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
３
年
生
で
、
母
が
、
勝

手
に
応
募
し
た
夏
祭
り
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
優
勝
し
、
以
来

人
前
で
歌
を
唄
う
こ
と
が
好
き
に
な
っ
た
。
５
年
生
で
、
国

語
の
教
材
に
な
っ
た
詩
に
曲
を
つ
け
た
。
そ
れ
が
、
学
校
の

記
念
行
事
の
曲
に
採
用
さ
れ
た
。
全
校
生
徒
１
，０
０
０
人

が
歌
っ
て
く
れ
て
、
音
楽
の
計
り
知
れ
な
い
力
を
感
じ
た
。

高
校
１
年
で
、
カ
ナ
ダ
に
語
学
留
学
す
る
。
盲
目
の
音
楽

の
先
生
が
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
で
、
セ
リ
ー
ヌ
・
デ
ィ
オ
ン

の
「
レ
ッ
ツ
・
ト
ー
ク
・
ア
バ
ウ
ト
・
ラ
ブ
」
を
弾
い
て
く

れ
た
。
体
中
に
電
撃
が
走
っ
た
。
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

そ
の
翌
年
、
そ
の
セ
リ
ー
ヌ
・
デ
ィ
オ
ン
が
来
日
し
た
。

札
幌
か
ら
東
京
ド
ー
ム
ま
で
聞
き
に
行
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
の

オ
ペ
ラ
歌
手
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
ボ
ッ
チ
ェ
ッ
リ
と
デ
ュ
エ
ッ

ト
し
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
語
と
英
語
で
歌
う
の
を
聞
い
て
、

僕
一
人
で
こ
れ
が
出
来
た
ら
い
い
の
に
と
思
っ
た
。
こ
の
と

き
、
父
の
道
か
、
母
の
道
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
両
方
や
れ

ば
い
い
と
い
う
思
い
が
芽
生
え
た
。

２
０
０
２
年
、
北
海
道
か
ら
上
京
し
て
、
武
蔵
野
音
楽
大

学
へ
進
ん
だ
。
大
学
卒
業
後
、
ソ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
を
目
指
し
、
曲
作
り
と
ラ
イ
ブ
活
動
を
繰
り
返
し

た
が
、
デ
ビ
ュ
ー
ま
で
の
道
の
り
が
長
か
っ
た
。
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
受
け
ま
く
っ
た
が
、
ど
こ
か
ら
も
見
向
き
も
さ
れ

な
か
っ
た
。

の
べ
１
０
０
社
を
超
え
た
頃
、
あ
る
事
務
所
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
受
け
た
。
た
ま
た
ま
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
発
声
で
、
オ

ペ
ラ
も
入
れ
た
デ
モ
テ
ー
プ
を
持
っ
て
い
っ
た
。
社
長
が
聞

い
て
「
両
方
い
け
る
じ
ゃ
な
い
か
！
ま
だ
誰
も
や
っ
て
い
な

い
し
面
白
い
！
」
と
反
応
し
て
く
れ
た
。
ど
ち
ら
か
に
決
め

な
く
て
も
デ
ビ
ュ
ー
出
来
る
と
安
心
し
た
。
ど
ち
ら
も
完
璧

に
、
と
い
う
の
は
無
理
だ
。「
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し

た
い
」「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
。

２
０
０
８
年
４
月
、『
ダ
ッ
タ
ン
人
の
踊
り
』
で
デ
ビ
ュ
ー

し
た
。
ロ
シ
ア
の
作
曲
家
ボ
ロ
デ
ィ
ン
の
オ
ペ
ラ
作
品『
イ
ー

ゴ
リ
公
』
の
中
の
曲
「
韃
靼
人
の
踊
り
」
を
サ
ビ
に
引
用
し
、

新
た
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
作
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌
詞
を
付
け
た

も
の
で
、
ポ
ッ
プ
オ
ペ
ラ
の
原
型
が
出
来
上
が
っ
た
。
そ
の

後
も
、バ
ッ
ハ
、ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、ア
ル
ビ
ノ
ー
ニ
、マ
ス
カ
ー

ニ
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
曲
を
藤
澤
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
ど

ん
ど
ん
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

藤
澤
さ
ん
の
フ
ァ
ン
は
、
30
代
か
ら
、
上
は
限
り
な
い
世

代
の
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
。「
ノ
リ
く
ん
の
歌
を
聴
い
て
い

る
と
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
る
」
と
い
う
人
た
ち
ば
か
り
。

彼
の
歌
を
聴
く
こ
と
を
生
き
が
い
に
し
て
い
る
人
た
ち
ば
か

り
。
だ
が
藤
澤
さ
ん
は
、「
フ
ァ
ン
層
は
デ
ビ
ュ
ー
当
時
と

少
し
変
わ
っ
て
、
芸
術
性
を
認
め
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
し
た
頃
は
、
テ
レ
ビ
に
た
く
さ
ん

出
て
知
名
度
を
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に

本
物
の
作
品
や
音
を
届
け
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
求
め
る
も
の
が
変
わ
っ
た
頃
か
ら
〝
音
〟
を
聴
き
に

来
て
く
れ
る
人
が
増
え
た
ん
で
す
」
と
自
己
分
析
し
て
い
る
。

耳
の
病
気
が
も
た
ら
し
た
も
の

４
年
前
の
秋
、
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
が
始
ま
る
直
前
、
藤

澤
さ
ん
は
、
突
発
性
難
聴
に
な
っ
た
。
絶
対
音
感
が
あ
る
か

ら
、
鍵
盤
の
音
が
な
く
て
も
音
程
が
と
れ
る
が
、
そ
の
と
き

は
実
際
の
音
よ
り
低
く
感
じ
た
の
で
違
和
感
を
覚
え
た
ら
し

い
。
だ
が
他
の
人
が
客
観
的
に
聴
く
と
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ

歌
に
聞
こ
え
る
ら
し
い
。
そ
の
頃
は
ラ
イ
ブ
や
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
と
っ
て
も
忙
し
か
っ
た
の
で
、
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。
最
悪
の
場
合
は
、
コ
ン
サ
ー

ト
も
全
部
キ
ャ
ン
セ
ル
か
な
と
考
え
た
。
一
時
期
は
う
つ
に

な
り
か
け
た
。「
曲
作
り
に
も
意
欲
が
わ
か
な
い
し
、
自
分

は
ど
こ
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
…
」
と
、
そ
の
時
の
心
境
を
吐
露
す
る
。

ぼ
く
は
、
耳
の
こ
と
を
聞
い
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
初
日
を
迎

え
る
ま
で
は
、
気
が
か
り
で
し
か
た
な
か
っ
た
。
そ
の
日
は

客
席
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
見
て
い
た
。
彼
は
、
ボ
ク
の
こ

と
を
「
東
京
の
お
父
さ
ん
」
と
呼
ん
で
く
れ
る
が
、
ま
さ

し
く
父
親
の
心
境
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
第
一
声
を

聴
い
た
と
き
は
「
あ
あ
大
丈
夫
だ
」
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

「
僕
も
楽
屋
で
村
上
さ
ん
の
顔
を
見
た
と
き
は
胸
が
つ

ま
っ
て
し
ま
っ
て
…
。
た
だ
、
あ
の
苦
し
み
を
乗
り
越
え
た

こ
と
で
何
か
大
き
な
も
の
を
つ
か
ん
だ
よ
う
な
気
が
す
る
ん

で
す
」「
自
分
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
と
開
き

直
っ
て
臨
ん
だ
結
果
、
か
え
っ
て
い
い
出
来
に
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
」

辛
い
思
い
は
し
た
が
、
結
果
的
に
よ
か
っ
た
部
分
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。
会
場
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
た
ち
も
い
た
だ
ろ
う
が
、
彼
が
難
聴
と
闘
っ
て
い
る
姿
や

が
ん
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
励
ま
さ
れ
た
人
も
い
た
は

ず
だ
。

実
は
、
突
発
性
難
聴
を
発
症
し
た
と
わ
か
っ
た
の
は
、
藤

澤
さ
ん
と
雑
誌
の
対
談
を
す
る
日
だ
っ
た
。
当
日
の
朝
、
彼

か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
心
配
し
て
駆
け

つ
け
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
楽
屋
で
、
彼
は
ケ
ロ
ッ
と
し
て
い
て
、

い
さ
さ
か
拍
子
抜
け
し
た
の
だ
が
、
後
日
談
を
聞
い
て
、
顔

で
笑
っ
て
な
ん
と
や
ら
…
。
彼
の
成
長
の
糧
に
な
っ
た
事
態

で
あ
っ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
、
深
刻
ぶ
ら
な
い
彼
に
も
、
感

心
し
た
の
だ
っ
た
。

村
上
信
夫
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父
の
道
と
母
の
道
、

　
　
　
両
方
や
れ
ば
い
い
ん
だ

〜
ポ
ッ
プ
オ
ペ
ラ
歌
手
　
藤
澤
ノ
リ
マ
サ
さ
ん
〜
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◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
N
P
O
法
人
あ
か
り　

二
十

周
年
記
念
事
業「
ド
ー
ン
と
元
気

に
こ
れ
か
ら
も
」・
四
日
㈰　

開
場

　

午
後
一
時　

開
演　

同
一
時
半

（
～
同
三
時
四
十
五
分
）　

入
場
料

　

お
と
な　

千
五
百
円　

こ
ど
も

　

七
百
円　

問
合
せ　

N
P
O

法
人
あ
か
り　

☎
35
─
４
１
８
５

▼
常
滑
市
小
中
学
校
音
楽
会
・
八

日
㈭　

開
場　

正
午　

開
演　

午

後
0
時
半（
～
同
三
時
半
）　

入
場

無
料　

問
合
せ　

常
滑
東
小
学
校

　

☎
35
─
２
４
２
８（
鰐
部
）

▼
松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団
大
野
研
究

所
発
表
会
・
十
一
日
㈰
・
開
場　

午

後
一
時
半　

開
演　

同
二
時（
～

同
三
時
四
十
五
分
）　

入
場
無
料

　

問
合
せ　

松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団

本
部　

☎
０
５
２
─
９
３
３
─

５
３
６
０

▼
第
一
回　

市
民
公
開
講
座　

最

期
ま
で
、命
か
が
や
い
て
・
二
十
五

日
㈰　

開
場　

午
後
0
時
半　

開

演　

同
一
時（
～
同
四
時
）　

入
場

無
料　

問
合
せ　

常
滑
市
民
病
院

　

☎
35
─
３
１
７
０

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
鬼
崎
木
版
画
教
室
作
品
展（
木

版
画
）・
～
九
日
㈮

▼
常
滑
高
校
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

デ
ザ
イ
ン
科
作
品
展（
生
徒
の
作

品
）・
十
日
㈯
～
二
十
三
日
㈮

▼
長
楽
印
会
作
品
展（
篆
書
、篆

刻
）・
二
十
四
日
㈯
～
十
月
五
日
㈬

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
常
滑
の
名
工「
長
三（
C
H
O
Z
A
）」・

三
日
㈯
～
十
月
二
十
三
日
㈰

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
東
海
卓
球
選
手
大
会
カ
デ
ッ
ト

愛
知
県
予
選
・
三
日
㈯

▼
と
こ
な
め
女
子
剣
道
大
会
・
四

日
㈰

▼
東
海
卓
球
選
手
権
大
会
ジ
ュ
ニ

ア
愛
知
県
予
選
・
十
日
㈯

▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
十
一
日
㈰

▼
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・

十
七
日
㈯

▼
常
滑
市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
・
十
八
日
㈰
・
二
十
五
日
㈰

◎
知
多
市
こ
ど
も
未
来
館

▼
創
作
工
作「
①
ぼ
う
し
②
ヘ
ッ

ド
コ
サ
ー
ジ
ュ
」・
一
日
㈭
～
三
十

日
㈮　

午
前
九
時
～
午
後
四
時
半

　

内
容　

秋
の
季
節
に
似
合
う
帽

子
や
ヘ
ッ
ド
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
り

ま
す
。①
は
色
画
用
紙
で
作
っ
た

帽
子
に
リ
ボ
ン
・
パ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト

な
ど
を
飾
り
つ
け
ま
す
。②
は
布

を
貼
っ
た
工
作
用
紙
を
土
台
に
ク

リ
ッ
プ
ピ
ン
を
付
け
、フ
ェ
ル
ト
・

リ
ボ
ン
・
ネ
ッ
ト
で
飾
り
ま
す
。　

材
料
費　

一
個
各
百
二
十
円

▼
季
節
工
作「
お
月
見
か
ざ
り
」・

一
日
㈭
～
三
十
日
㈮　

午
前
九

時
～
午
後
四
時
半　

内
容　

丸

板
で
月
と
土
台
を
作
り
、毛
糸
や

フ
ェ
ル
ト
・
紙
ね
ん
ど
な
ど
で
、う

さ
ぎ
や
お
だ
ん
ご
・
ス
ス
キ
を
作

り
飾
り
ま
す
。　

材
料
費　

一
個

百
二
十
円

▼
ち
っ
ち
ゃ
な
い
ろ
あ
そ
び

「
ラ
ッ
プ
で
は
ん
こ
」・
二
十
一
日
㈬
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研究
家

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

㈢
黒
澤
明
『
七
人
の
侍
』

◎
中
学
時
代

　

大
浜
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、

小
学
校
の
東
側
に
隣
接
し
て
い

た
大
浜
中
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
部
の
練
習
を
見

学
し
た
後
で
、
私
は
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
に
入
り
ま
し
た
。

　

村
瀬
徹
と
い
う
国
語
の
先
生

が
部
の
顧
問
で
し
た
。
先
生
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
こ
と
は
全
く
の
素

人
で
し
た
が
、
部
員
と
一
緒
に
練

習
し
た
り
、
多
く
の
参
考
書
を

読
ん
で
新
し
い
技
術
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。

　

す
っ
か
り
先
生
に
魅
せ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
来
る
日

も
来
る
日
も
、
一
生
懸
命
に
練
習

し
ま
し
た
。
先
生
は
、
部
活
の

日
々
の
記
録
を
大
学
ノ
ー
ト
に

つ
け
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
表

紙
に
は
「
マ
ナ
ス
ル
」
と
大
き
く

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
主
と
し
て

生
徒
が
書
き
、
先
生
も
感
想
を

書
き
ま
し
た
。

　

マ
ナ
ス
ル
と
い
う
の
は
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
脈
の
高
峰（
8
1
6
3
m
）

で
、
当
時
、
日
本
山
岳
会
が
初

登
頂
を
試
み
て
い
ま
し
た
。
先
生

は
、
そ
の
高
峰
の
登
頂
を
目
指

す
日
本
の
登
山
家
た
ち
の
志
を

高
く
評
価
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
部
活
の
ノ
ー
ト
を
「
マ
ナ
ス

ル
」
と
命
名
し
た
の
で
し
た
。
な

お
、
第
3
次
日
本
マ
ナ
ス
ル
登
山

隊
が
初
登
頂
に
成
功
し
た
の
は
、

数
年
後
の
1
9
5
6
年
5
月
の

こ
と
で
し
た
。

　

先
生
は
、
お
菓
子
の
マ
コ
ロ
ン

（
マ
カ
ロ
ン
）
が
好
き
だ
っ
た
の

で
、
初
め
「
マ
コ
ロ
ン
」
と
い
う

名
に
し
よ
う
か
と
考
え
た
そ
う

で
す
。
私
は
、「
マ
ナ
ス
ル
」
で

よ
か
っ
た
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
チ
ー
ム
は
一
日
一
日
と

強
く
な
り
ま
し
た
。
市
内
だ
け

で
は
な
く
、
三
河
地
方
で
も
無

敵
の
チ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
私
が
3
年
生
に
な
っ
た

時
に
、
村
瀬
先
生
が
転
勤
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県
大
会
で

優
勝
す
る
つ
も
り
で
い
た
私
た

ち
は
、
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

　

指
導
者
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

私
た
ち
は
、
み
ん
な
で
力
と
知

恵
を
出
し
合
っ
て
練
習
に
励
み

ま
し
た
。
県
大
会
で
は
、
圧
倒

的
な
強
さ
で
勝
ち
進
み
ま
し
た

が
、
準
決
勝
で
横
須
賀
中
学
校

に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
坂
田

君
、
木
学
君
、
山
本
君
、
村
田
君
、

そ
し
て
私
の
5
人
。
い
い
チ
ー
ム

で
し
た
。

　

私
は
、
小
さ
い
時
か
ら
映
画

を
観
る
の
が
好
き
で
し
た
。
本
は

あ
ま
り
読
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
中
学
生
の
頃
、
碧
南
市

に
は
三
つ
の
映
画
館
が
あ
り
ま

し
た
。
私
の
住
ん
で
い
た
大
浜
町

に
寿
々
喜
座
（
主
と
し
て
洋
画

と
東
映
を
上
映
）、
東
側
の
棚
尾

町
に
三
栄
座
（
主
と
し
て
東
宝

と
松
竹
と
大
映
を
上
映
）、
そ
し

て
、
北
側
の
新
川
町
に
新
川
キ
ネ

マ
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
寿
々

喜
座
と
三
栄
座
に
は
よ
く
行
き

ま
し
た
が
、
家
か
ら
遠
い
新
川
キ

ネ
マ
へ
は
殆
ど
行
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

中
学
3
年
の
夏
休
み
（
昭
和

29
年
8
月
）
の
こ
と
で
し
た
。
私

は
、
三
栄
座
で
黒
澤
明
監
督
の

『
七
人
の
侍
』
を
観
ま
し
た
。
私

の
人
生
に
お
け
る
最
も
幸
運
な

出
来
事
は
、
中
学
3
年
と
い
う

時
期
に
『
七
人
の
侍
』
に
出
会

え
た
こ
と
で
す
。
そ
の
時
、
私
は

15
歳
で
し
た
。
10
歳
で
も
20
歳

で
も
な
く
、
15
歳
と
い
う
理
想
的

な
時
期
に
、
私
は
、
生
涯
に
お
け

る
最
高
の
作
品
と
出
会
っ
た
の

で
し
た
。

◎
『
七
人
の
侍
』

　

太
鼓
と
弓
弦
に
よ
る
低
く
て

不
気
味
な
音
の
中
を
馬
に
乗
っ

た
40
人
ほ
ど
の
野
武
士
が
野
原

を
疾
駆
す
る
冒
頭
の
シ
ー
ン
か

ら
、
野
武
士
と
の
死
闘
の
後
で
生

き
残
っ
た
三
人
の
侍
が
百
姓
た

ち
の
田
植
え
を
眺
め
て
い
る
最

後
の
シ
ー
ン
ま
で
、
中
学
生
の
私

は
、
じ
っ
と
画
面
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

３
時
間
27
分
の
上
映
時
間
が

少
し
も
長
い
と
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
ん
な
凄
い
映
画
が

人
間
の
手
で
作
ら
れ
た
こ
と
が

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
日
か
ら
、
私
は
熱
病
に
取

り
付
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
寝

て
も
覚
め
て
も
『
七
人
の
侍
』
の

こ
と
ば
か
り
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
一
場
面
一
場
面
、
目
を

閉
じ
て
思
い
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

─
秋
の
取
入
れ
の
後
に
野
武

士
た
ち
が
襲
撃
し
て
く
る
こ
と

を
知
っ
た
村
の
百
姓
た
ち
は
、
村

の
長
老
の
一
言
か
ら
、
飢
え
た
浪

人
た
ち
を
雇
っ
て
野
武
士
と
戦

う
こ
と
を
決
意
す
る
。
腹
一
杯
食

べ
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
だ
け

の
条
件
で
雇
わ
れ
た
、
個
性
的
な

七
人
の
侍
た
ち
。
彼
ら
は
、
戦
い

方
を
知
ら
な
い
百
姓
た
ち
を
訓

練
し
、
戦
い
の
日
に
備
え
る
。
そ

し
て
、
百
姓
た
ち
と
力
を
合
わ
せ

て
、
襲
来
し
た
凶
暴
な
野
武
士

た
ち
と
戦
う
。
七
人
の
侍
の
う

ち
四
人
が
死
ん
で
し
ま
う
。
し
か

し
、
人
馬
入
り
乱
れ
て
の
凄
ま
じ

い
死
闘
の
末
に
、
侍
と
百
姓
の
連

合
軍
は
、
野
武
士
の
一
団
を
全
滅

さ
せ
て
し
ま
う
。

　

あ
の
日
か
ら
今
日
ま
で
、
映
画

館
の
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
7

回
、
テ
レ
ビ
の
小
さ
な
画
面
で
ビ

デ
オ
や
D
V
D
を
15
回
以
上
観

ま
し
た
。
シ
ナ
リ
オ
も
何
度
も

何
度
も
繰
り
返
し
て
読
み
ま
し

た
。
名
場
面
を
収
録
し
た
レ
コ
ー

ド
を
買
っ
て
き
て
何
回
も
聴
き

ま
し
た
。『
七
人
の
侍
』
と
い
う

四
文
字
が
目
に
入
る
と
、
今
で
も

胸
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。

　

作
家
の
井
上
ひ
さ
し
は
、「
世

界
映
画
史
上
、
空
前
絶
後
の
大

傑
作
」
と
絶
賛
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、「
30
回
は
観
た
。
で
も
、
あ

と
20
回
観
て
死
に
た
い
」
と
も
書

き
ま
し
た
。

　
『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス
は
、「『
七

人
の
侍
』
は
非
常
に
強
烈
な
体

験
で
あ
り
、
何
度
も
何
度
も
観

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ス
ク

リ
ー
ン
に
み
な
ぎ
る
力
強
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
、
た
だ
た
だ
圧
倒
さ

れ
、
初
め
て
本
物
の
映
画
と
出

会
っ
た
と
感
無
量
で
し
た
」
と
書

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
ジ
ョ
ー
ズ
』
の
ス
ピ

ル
バ
ー
グ
は
、
新
し
い
作
品
に
取

り
組
む
時
、
必
ず
『
七
人
の
侍
』

を
観
て
、
意
欲
を
高
め
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
中
学
生
の
時
に
『
七

人
の
侍
』
を
観
て
、
映
画
監
督
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
学

生
に
な
る
と
、
す
ぐ
に
映
画
部
に

入
り
ま
し
た
。
映
画
を
深
く
研

究
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
す
。
結

局
、
映
画
の
世
界
に
関
わ
る
こ
と

は
な
く
、
小
学
校
の
教
師
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
映
画
は
た

く
さ
ん
観
て
き
ま
し
た
。
多
く
の

す
ば
ら
し
い
作
品
に
出
会
い
ま

し
た
。

　

日
本
映
画
で
は
、
溝
口
健
二
の

『
雨
月
物
語
』『
近
松
物
語
』、
小

津
安
二
郎
の
『
東
京
物
語
』『
秋

日
和
』、
木
下
恵
介
の
『
二
十
四

の
瞳
』『
野
菊
の
如
き
君
な
り

き
』、
市
川
崑
の
『
お
と
う
と
』、

小
栗
康
平
の
『
泥
の
河
』
…
…
。

外
国
映
画
で
は
、
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

の
『
街
の
灯
』『
モ
ダ
ン
・
タ
イ

ム
ス
』、
デ
・
シ
ー
カ
の
『
自
転

車
泥
棒
』、
ベ
ル
イ
マ
ン
の
『
野

い
ち
ご
』、
フ
ェ
リ
ー
二
の
『
道
』

『
甘
い
生
活
』、
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー

ド
の
『
荒
野
の
決
闘
』、
キ
ャ
ロ

ル
・
リ
ー
ド
の
『
第
三
の
男
』、

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ー
ン
の
『
逢
び

き
』、
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
の
『
ア

ン
ド
レ
・
ル
ブ
リ
ョ
フ
』
…
…
。

　

し
か
し
、
私
に
と
っ
て
、『
七

人
の
侍
』
を
超
え
る
作
品
は
有
り

ま
せ
ん
で
し
た
。『
生
き
る
』『
天

国
と
地
獄
』『
赤
ひ
げ
』
な
ど
、

黒
澤
明
の
他
の
作
品
と
比
較
し
て

も
、『
七
人
の
侍
』
は
、
ず
ば
抜

け
た
傑
作
だ
と
思
い
ま
す
。
映
画

で
あ
れ
、
文
学
で
あ
れ
、
音
楽
で

あ
れ
、
絵
画
で
あ
れ
、
ど
ん
な
芸

術
作
品
に
接
し
て
も
、
私
は
『
七

人
の
侍
』
を
基
準
に
し
て
評
価
す

る
癖
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
私
に
と
っ
て
、

『
七
人
の
侍
』
が
断
然
ト
ッ
プ
の

作
品
で
す
。

　
『
七
人
の
侍
』
の
正
確
な
製
作

デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

撮
影
開
始
は
昭
和
28
年
5
月

27
日
。
撮
影
終
了
は
昭
和
29
年

3
月
18
日
。
作
品
の
完
成
は
昭

和
29
年
4
月
20
日
。
最
初
の
封

切
は
昭
和
29
年
4
月
26
日
。
製

作
費
は
2
億
1
千
万
円
。
出
動

人
員
は
延
べ
3
万
3
千
名
。
馬

の
頭
数
は
延
べ
3
千
3
百
頭
。

　

最
後
に
、
七
人
の
侍
の
名
前

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
個
性
豊

か
に
演
じ
た
俳
優
を
記
し
ま

す
。

　

・
勘
兵
衛
（
志
村
喬
）・
菊
千

代
（
三
船
敏
郎
）・
五
郎
兵
衛
（
稲

葉
義
男
）・
平
八
（
千
秋
実
）・

七
郎
次
（
加
東
大
介
）・
久
蔵
（
宮

口
精
二
）・
勝
四
郎
（
木
村
功
）

（３）
杉 

本 

武 

之

私
の
出
会
っ
た
作
品

『七人の侍』の一場面

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（246）　
　

氏  

原  

朝  

信

昭
和
51
年
度
　
三
年
三
組
の
学
級
通
信「
な
か
よ
し
」

　

ガ
リ
版
刷
り
の
学
級
通
信
「
な
か
よ
し
」
は
３
月
14
日
№
31
（
70
ペ
ー

ジ
）
で
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
と
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
文
集
を
合
本

に
し
ま
し
た
。
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
３
回
に
分
け
て
連
載
し
ま
す
。

Ⓐ　じゃがいも（メークイン）
　　　…………㊥３～４ケ

Ⓑ　豚肉バラスライス…250g
　　塩…………少々
　　砂　糖……小さじ１

Ⓒ　ピーマン…４ケ

Ⓓ　しょうが…１かけ
　　酒…………大さじ２
　　みりん……　〃
　　砂　糖……　〃
　　水…………150cc
　　赤みそ……大さじ２

材
料

豚肉の甘みそ照り焼き簡単!

４人分

❶フライパンに１㎝程の油を入れ中火にかけ低温の状態でⒶを加えゆっく
りと素揚げする→竹串を刺し、ス～と入れば、ペーパーの上に取り出す。

❷別のフライパンを中火で熱してⒷを入れ、表面をよく焼きつけるように
焼く。出てきた脂はペーパーでふき取る。Ⓒを加え炒める。

❸❷にⒹを加え、煮つめていき、味をふくませる。
❹❸に❶を加え火を止め、さっくりあわせ盛り付け。お好みで豆板醤を加
えると大人味になります。

作
り
方

皮をむき串切りにして水でさらしアク抜き
→ペーパーで水気をよく取っておく

肉に調味料をよく揉み込んでおく

縦半分に切って種をとりさらに半分に切る

今年の夏はとても暑かったですね。夏バテ解消にビタミンB1が豊富
な豚肉は肩コリやストレス解消に効果的です。甘めの味つけなので

お子様にも喜んで食べていただけますよ♪
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※
こ
の
物
語
に
対
す
る
読
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
、
体
験

談
を
左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
は
「
就
職
」「
日
本
の
ゆ
く
え
」「
結
婚
」「
夫
婦
」「
イ
ン

ド
」「
愛
知
県
」に
つ
い
て
で
す
。
物
語
が
進
行
す
る
中
で
織

り
込
む
こ
と
を
試
み
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
５
６
９
―
３
４
―
７
９
７
１

メ
ー
ル
‥takam

itsu@
akai-shinbunten.net

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

著
者
‥
岡
田 

清
治（
お
か
だ
・
せ
い
じ
）

一
九
四
二
年
生
ま
れ  

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン・Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
０
８
代
表
）

著
書
に『
高
野
山
開
創
千
二
百
年 

い
っ

ぱ
ん
さ
ん
行
状
記
』『
心
の
遺
言
』『
あ
な

た
は
社
員
の
全
能
力
を
引
き
出
せ
ま
す

か
！
』『
リ
ヨ
ン
で
見
た
虹
』な
ど
多
数

　

姪
の
就
職
2

「
興
味
深
い
論
文
で
す
ね
」

　

る
り
子
は
渡
さ
れ
た
コ
ピ
ー
に
吸
い
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
目
を
通

し
た
。

　

そ
れ
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
研
究
者
、
カ
ー
ル
・
フ
レ
イ

と
マ
イ
ケ
ル
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
両
博
士
が
二
〇
一
三
年
九
月
に
発
表
し

た
「
雇
用
の
未
来
―
私
た
ち
の
仕
事
は
ど
こ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

奪
わ
れ
る
か
？
」と
い
う
論
文
で
あ
っ
た
。

「
本
当
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
奪
わ
れ
る
の
で
す
か
」

　

る
り
子
は
半
信
半
疑
で
そ
の
職
種
一
覧
表
を
見
な
が
ら
真
三
に
た

ず
ね
た
。

「
研
究
者
は
英
国
人
だ
が
、
デ
ー
タ
は
米
国
の
雇
用
デ
ー
タ
に
登
録

さ
れ
て
い
る
７
０
２
種
類
の
職
種
を
調
査
対
象
と
し
て
選
ん
で
分

析
し
た
の
だ
」

―
今
後
一
〇
～
二
〇
年
以
内
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
仕
事

を
「
奪
わ
れ
そ
う
な
」
職
種
…
電
話
に
よ
る
販
売
員
、
デ
ー
タ
入
力
、

銀
行
の
融
資
担
当
者
、
金
融
機
関
の
窓
口
係
、
簿
記
・
会
計
監
査
、

小
売
店
の
レ
ジ
係
、
料
理
人
、
給
仕
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
、
理
髪
業

者
な
ど
は
80
％
～
99
％
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
仕
事
を「
奪
わ
れ
そ
う
に
な
い
」職
種
…
医
師
、
小
学
校
の

教
師
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
者
、

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
管
理
者
、
弁
護
士
、
ラ
イ
タ
ー
・
作
家
、
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
ー
開
発
者
、
数
学
者
、
旅
行
ガ
イ
ド
―
を
取
り
上
げ
て
い

る
。

「
奪
わ
れ
そ
う
に
な
い
多
く
の
職
種
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
強
い
人
た

ち
が
多
い
で
す
ね
」

「
そ
う
だ
ね
。
医
師
で
も
診
察
室
の
中
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
置
い
て
、

検
査
デ
ー
タ
見
な
が
ら
患
者
と
話
し
て
い
る
。
一
昔
前
に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
光
景
だ
よ
」

「
そ
う
言
え
ば
、
手
術
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
の
力
を
借
り
て
や
っ
て
い
る

映
像
が
テ
レ
ビ
で
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
」

「
医
学
が
高
度
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
精
通
し
て

い
な
い
と
対
応
で
き
な
く
な
る
時
代
だ
よ
ね
」

「
た
だ
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
仕
事
を
奪
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
人
間

と
し
て
の
医
師
の
仕
事
は
残
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」

「
こ
こ
二
〇
年
以
内
は
そ
う
だ
ろ
う
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
も
つ
知
識
、

デ
ー
タ
は
人
間
・
医
師
よ
り
は
る
か
に
多
い
か
ら
、
俺
は
残
る
医

師
の
数
は
か
な
り
限
定
さ
れ
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
」

「
ロ
ボ
ッ
ト
医
師
の
診
察
を
信
用
で
き
る
の
で
す
か
」

「
つ
ま
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
信
用
で
き
る
か
と
い
う
問
題
だ
が
、
い
ま

で
も
自
動
販
売
機
で
モ
ノ
を
買
う
時
、
信
用
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
つ
ま
り
慣
れ
だ
と
思
う
の
だ
が
…
」

「
自
動
販
売
機
が
ロ
ボ
ッ
ト
と
言
わ
れ
る
の
に
多
少
、
違
和
感
を
感

じ
ま
す
が
…
」

「
そ
れ
は
た
だ
の
鉄
の
箱
だ
か
ら
そ
う
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
」

「
や
は
り
動
き
が
な
い
と
、
人
は
ロ
ボ
ッ
ト
と
感
じ
な
い
で
す
ね
」

「
だ
け
ど
、
お
客
の
好
み
に
合
わ
せ
て
商
品
を
提
供
、
釣
銭
も
正
確

に
渡
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
人
が
売
る
よ
り
正
確
だ
よ
。
自
動
車

だ
っ
て
、
人
は
座
席
に
座
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
交
通
規
則
に
沿
っ
て

動
か
し
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
、
広
い
意
味
で
ロ
ボ
ッ
ト
と
言
え
る

よ
」

「
そ
う
い
え
ば
、
自
動
運
転
の
車
が
ア
メ
リ
カ
で
は
公
道
で
テ
ス
ト

に
入
っ
て
い
る
と
新
聞
に
で
て
い
ま
し
た
ね
」

「
だ
か
ら
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
の

だ
」

「
で
は
交
通
事
故
も
な
く
な
る
の
で
す
か
」

「
ク
ル
マ
の
数
が
増
え
る
の
か
ど
う
か
に
も
よ
る
が
、
少
な
く
と
も

自
動
運
転
の
ク
ル
マ
の
事
故
が
減
ら
な
い
と
、
人
は
そ
う
し
た
ク

ル
マ
を
購
入
し
な
い
だ
ろ
う
ね
」

「
免
許
な
ん
か
、
ど
う
な
る
ん
で
し
ょ
う
ね
」

「
と
に
か
く
ロ
ボ
ッ
ト
化
社
会
が
い
ま
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
実
用
化
し
て
い
る
人
間
型
ロ

ボ
ッ
ト
「
ペ
ッ
パ
ー
」
は
人
と
会
話
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ

れ
て
い
る
」

「
本
当
に
人
間
と
会
話
が
で
き
る
の
で
す
か
」

「
俺
も
新
聞
で
読
ん
だ
だ
け
だ
か
ら
、
実
感
は
な
い
が
、
あ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
お
客
の
注
文
を
こ
の
人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
・
ペ
ッ
パ
ー

が
聞
い
て
、
テ
ー
ブ
ル
に
運
ん
で
い
る
そ
う
だ
」

「
そ
う
な
り
ま
す
と
、
給
仕
は
い
ら
な
く
な
り
ま
す
ね
」

「
こ
う
い
う
人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
と
呼
ん
で
い
る
。

世
界
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
者
の
石
黒
浩
氏
は
人
間
そ
っ
く
り
な
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
を
次
か
ら
つ
ぎ
へ
と
つ
く
っ
て
話
題
を
呼
ん
で
い

る
」

「
そ
う
言
え
ば
、
人
間
国
宝
の
桂
米
朝
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
時
に
、

生
前
の
米
朝
さ
ん
そ
っ
く
り
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
で
き
た
こ
と
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
ね
」

「
そ
う
だ
よ
。
あ
れ
も
石
黒
浩
氏
が
制
作
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
米
朝

の
あ
ら
ゆ
る
落
語
、
デ
ー
タ
が
聞
け
る
と
い
う
こ
と
だ
」

「
そ
う
し
ま
す
と
、
い
つ
ま
で
も
生
き
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な
り

ま
せ
ん
か
」

「
だ
か
ら
彼
は
宗
教
と
か
葬
儀
、
墓
な
ど
も
そ
の
あ
り
方
が
近
い
将

来
、
激
変
す
る
と
言
っ
て
い
る
」

「
そ
う
で
す
ね
、
家
の
中
に
祖
先
の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
が
い
ま
す
と
、

仏
壇
は
ど
う
な
り
ま
す
の
。
先
祖
に
感
謝
の
祈
り
を
さ
さ
げ
る
と

言
っ
て
も
、
仏
壇
の
な
か
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
反
応
し
て
し
ゃ
べ
り
出

す
と
腰
を
抜
か
す
の
と
違
い
ま
す
」

「
今
度
、
夏
目
漱
石
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
制
作
す
る
と
発
表
さ
れ
た
」

「
そ
う
で
す
ね
。
そ
ん
な
記
事
が
出
て
い
ま
し
た
ね
」

「
こ
れ
は
学
校
法
人
二
松
学
舎
が
創
立
一
四
〇
周
年
事
業
と
し
て
漱

石
没
後
一
〇
〇
年
の
命
日
、
十
二
月
九
日
を
目
指
し
て
制
作
に
取

り
か
か
る
と
い
う
こ
と
だ
」

「
興
味
深
い
で
す
ね
。
携
帯
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
な
ど
急

速
に
普
及
し
ま
し
た
ね
。
ロ
ボ
ッ
ト
だ
っ
て
安
く
て
便
利
だ
と
わ

か
る
と
、
い
っ
ぺ
ん
に
普
及
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

「
そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
。
ニ
ュ
ー
ス
の
八
割
ま
で
ロ
ボ
ッ
ト
に
取
っ

て
代
わ
る
と
い
う
予
測
も
あ
る
。
だ
い
た
い
編
集
の
整
理
と
か
校

閲
の
仕
事
は
Ａ
Ｉ
の
方
が
上
を
行
く
こ
と
は
十
分
、
予
想
さ
れ
る
。

サ
ミ
ッ
ト
の
光
景
を
見
て
い
て
、
会
議
は
ベ
テ
ラ
ン
通
訳
の
同
時

通
訳
で
自
由
に
話
し
合
っ
て
い
る
が
、
移
動
時
や
デ
ィ
ナ
ー
の

テ
ー
ブ
ル
で
も
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
自
由
に
話
さ
れ
る
時
代
が
す
ぐ
そ

こ
ま
で
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
う
な
る
と
翻
訳
や
通
訳

の
仕
事
は
激
減
す
る
。
日
本
人
は
英
会
話
が
ダ
メ
だ
と
文
科
省
も

小
学
校
教
育
に
語
学
教
科
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
Ａ
Ｉ
が
普
及

す
れ
ば
そ
の
心
配
も
な
く
な
る
よ
う
に
思
う
。
そ
う
し
た
ら
自
分

の
好
き
な
学
問
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
と
違
う
か
」

「
そ
う
で
し
た
ら
舞
さ
ん
が
イ
ン
ド
へ
留
学
す
る
意
味
も
な
く
な
る

の
で
は
な
い
で
す
か
」

「
そ
れ
は
一
〇
～
二
〇
年
先
の
こ
と
だ
か
ら
間
に
合
わ
な
い
よ
」

「
イ
ン
ド
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
達
し
て
い
る

国
だ
か
ら
、
む
し
ろ
先
取
り
し
て
学
べ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

「
イ
ン
ド
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
は
い
ま
や
世
界
一
の
レ
ベ
ル
だ

と
言
わ
れ
る
。
先
端
の
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
の
多
く
は
イ
ン
ド
の

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ー
開
発
・
生
産
力
に
依
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
」

　

二
人
は
冷
酒
の
酔
い
も
手
伝
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
談
議
に
花
を
さ
か
し

な
が
ら
、
舞
の
将
来
は
ど
う
な
る
の
か
と
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
巡
ら

し
な
が
ら
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
た
。
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
未
来
に
つ

い
て
は
悲
観
、
楽
観
入
り
乱
れ
て
論
議
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
は
ど

う
も
悲
観
論
が
多
い
の
か
、
保
守
的
な
意
見
が
目
立
つ
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
。

　

自
動
車
と
い
う
乗
り
物
も
年
間
数
千
人
の
事
故
死
を
前
提
に
成
り

立
っ
て
い
る
。
も
し
新
幹
線
で
数
千
人
の
人
が
死
ね
ば
、
人
は
新
幹

線
を
利
用
し
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
自
動
車
は
新
し
い
モ
デ
ル
が

次
か
ら
次
へ
と
開
発
、
販
売
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
人
は
事
故
死
を

心
配
は
し
な
が
ら
も
そ
の
利
便
性
に
負
け
て
利
用
し
て
い
る
。

　

真
三
は
先
日
、
読
ん
だ
雑
誌
の
コ
ラ
ム
を
思
い
出
し
て
、
マ
グ
ロ

の
刺
身
を
つ
ま
み
な
が
ら
口
に
運
ん
だ
。

―
こ
の
ま
ま
Ａ
Ｉ
＋
ロ
ボ
ッ
ト
が
賢
く
な
っ
て
人
間
の
知
能
を
は
る

か
に
超
え
る
技
術
的
特
異
点
を
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
と
名
付
、
三
〇

年
後
に
起
こ
る
と
警
告
。
悲
観
論
が
蔓
延
す
る
中
で
人
工
知
能
の
怖

さ
を
払
拭
す
る
た
め
、
人
工
知
能
学
会
は
倫
理
綱
領
を
年
内
に
ま
と

め
る
と
い
う
。

　

世
界
的
な
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
者
の
石
黒
浩
氏
は
「
人
間
の
定
義
が

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
に
、
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
も
へ
っ
た
く
れ

も
な
い
」
と
反
論
。
一
面
で
は
す
で
に
人
間
を
超
え
て
い
る
し
、
ま

だ
到
達
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
科
学
技
術
の
進
歩
は
誰
に
も

止
め
ら
れ
な
い
、
宗
教
も
年
中
行
事
と
し
て
「
文
化
」
に
な
っ
て
い
っ

た
。
ロ
ボ
ッ
ト
化
社
会
は
人
間
の
死
生
観
も
変
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
談
議
は
熱
を
お
び
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
そ
ん

な
中
で
Ａ
Ｉ
が
「
会
話
・
雑
談
」
の
能
力
で
人
間
に
追
い
つ
け
る
の
か

―
と
い
う
考
え
を
問
う
て
い
る
『
記
憶
の
森　

意
識
と
人
工
知
能
』

（
茂
木
健
一
郎
著
）
は
注
目
さ
れ
る
。
い
ま
の
Ａ
Ｉ
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
統
計
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
た
め
狭
さ
ゆ
え
に
卓
越
す
る
わ

け
で
、
そ
こ
に
存
在
論
的
危
機
の
本
質
が
あ
る
と
い
う
。
雑
談
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
が
な
い
に
過
ぎ
な
い
と
ロ
ボ
ッ
ト
通
は
一
蹴
し

た
。
ロ
ボ
ッ
ト
革
命
に
求
め
る
期
待
と
悲
観
は
膨
ら
む
一
方
で
あ
る

が
…
。

「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
の
。
先
ほ
ど
か
ら
黙
っ
て
い
て
、
ど
う
し
た
の

で
す
？
」

「
い
や
ね
、
雑
誌
の
コ
ラ
ム
を
思
い
出
し
た
の
だ
よ
」

「
ど
う
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
の
で
す
か
」

「
人
工
知
能
学
会
が
で
き
て
い
て
、
倫
理
綱
領
を
近
く
ま
と
め
る
と

い
う
の
だ
」

「
ロ
ボ
ッ
ト
と
倫
理
で
す
か
、
必
要
な
の
で
す
か
」

「
Ａ
Ｉ
と
か
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
て
も
所
詮
は
人
間
が
つ
く
る
の
だ
か

ら
、
人
を
だ
ま
す
こ
と
を
考
え
る
研
究
者
が
出
て
く
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
わ
け
だ
。
そ
の
昔
、
バ
イ
オ
技
術
が
発
達
し
て
遺
伝
子

組
み
換
え
に
よ
る
人
間
改
造
の
議
論
が
起
こ
り
、
神
の
領
域
に
踏

み
込
ん
で
は
な
ら
な
い
と
、
厳
し
い
倫
理
規
定
が
つ
く
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
も
そ
の
よ
う
な
時
代
が
間
近
か
に
迫
っ

て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
ね
」

「
要
す
る
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
」

「
石
黒
浩
氏
は
人
間
の
定
義
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
に
、
ロ
ボ
ッ
ト

が
人
間
を
超
え
る
と
い
う
議
論
は
お
か
し
い
と
い
う
。
す
で
に
あ

る
分
野
で
は
と
っ
く
に
超
え
て
い
る
し
、
こ
れ
か
ら
も
超
え
て
い

く
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
い
て
本
当
に
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
の
社
会
が
で

き
る
の
か
、
大
い
に
疑
問
だ
と
い
う
の
だ
」

写真：サカナを狙う人と鳥（著者撮影）

『新・現代家庭考』 就職
─ 自 分ドラマ つくろう─ �　  岡田　清治



一
等
避
暑
地
か
ら
の
涼
風
が
届
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

帝
国
ホ
テ
ル
の
、
格
式
と
瀟
洒
な
佇
ま
い
が
調
和
し
た

上
高
地
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
が
す
て
き
な
ホ
テ
ル
で
す
ね
。

若
か
っ
た
頃
ド
タ
靴
で
ふ
う
ふ
う
歩
き
な
が
ら

横
目
で
眺
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

優
雅
に
ラ
ン
チ
と
は
羨
ま
し
い
！

昨
日
は
御
園
座
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

情
緒
深
く
楽
し
い
舞
台
で
し
た
。

頂
く
絵
手
紙
は
本
当
に
楽
し
み
で
す
。

居
な
が
ら
に
し
て
方
々
に
出
か
け
た
り
見
た
り

聴
い
た
り
で
き
ま
す
か
ら
。

今
度
は
何
処
か
し
ら
と
待
っ
て
お
り
ま
す
。

樅
山
善
久

昭
和
十
一
年
碧
南
市
で
生
ま
れ
る
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。

碧
南
商
工
会
議
所
会
頭
。

愛
知
県
陶
器
瓦
工
業
組
合
理
事
長
。

全
国
陶
器
瓦
工
業
組
合
連
合
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。

平
成
十
三
年
藍
綬
褒
章
受
賞
。

平
成
二
十
二
年
旭
日
小
授
章
受
賞
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長 

現
在
に
至
る
。

京
都
造
形
芸
術
大
学
・
通
信
教
育
部
芸
術
学
部
美
術
科
・

洋
画
コ
ー
ス
大
学
院
修
士
課
程
二
回
生
。

小
林
玲
子

碧
南
市
に
育
つ
。

西
尾
市
在
住

共
著
「
西
尾
の
民
話
」

童
話
「
サ
ケ
の
子
ピ
ッ
チ
」

随
筆
「
海
辺
の
そ
よ
風
」

　
　
　
（
中
経
コ
ラ
ム
「
閑
人
帳
」
よ
り
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
脚
本

　

「
み
ぐ
り
ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
」
ほ
か

童
話
集

　

「
タ
ァ
タ
と
バ
ァ
バ
の
た
ん
け
ん
た
い
」

平成28年９月１日　（４）第 337 号
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ベルギースケッチ旅行から無事戻ってきました。
現地はちょうど夏のロングバケーションをとる時期と、夏のセールなどが重なってテロ
の脅威はどこへやら大変な人出でした。
ただし、入国のセキュリティは厳しく、ベルギーのブリュッセル空港では自動小銃を抱え
た軍の兵士が金網を巡らせ、一方通行にした玄関口に立ち、仮設テントですべての人
の手荷物をエックス線にかけてからしか空港へは入れませんでした。

ベルギーは西にフランス、東にオランダ、南にドイツにはさまれた、四国の約1.67倍の
小さな国です。　
北と南に文化も生活圏も分かれていて、話す言語も違います。
北側は主にオランダ語、南側はフランス語とドイツ語です。

今回は、南側のデュルビュイ（Durbuy）に1週間北側のブルージュ（Brugge）に1週間、
それぞれ貸別荘を借りて滞在しました。
今年のヨーロッパは天候不順でとにかく着いた日から連日、雨、雨。
１日中降るというわけでなく一日に2度程スコールのような降り方です。絵を描いている
と、にわかに黒い雲が来たと思うとザァーときて慌てて避難するという毎日でした。
そして何より寒いのにびっくり、6月末なのに最低気温10度、最高気温19度、北海道よ
り北の緯度なので納得せざるをえないですが、外で絵を描いているとしんしんと冷えて
きました。

さて絵を描いて自炊して一日が終わるころ、テレビ放送はフランス語かドイツ語かオラ
ンダ語なので（BBC放送は英語）娯楽がありません。
私たちはトランプを持って行きます。トランプなんて一年に一回この旅行しかしません
が、日本から遠く離れて、3人きりで住んでいるんですから、仲良くコミュニケーションを
とることは大切です。
これが仲良くできるかは疑問ですが、7ならべで負けず嫌いが3人寄っているので白熱
して結構盛り上がります。
勝敗表をつけ旅の最後にパフェをおごらされる約束です。

もう一つ楽しみは、骨董品市です。ヨーロッパではどこの街でも骨董品市があります。
週末には必ず近隣で開かれる市には、野菜果物・チーズ・手芸品・燻製サラミ・花屋・
食べ物屋の屋台のほかに骨董品が軒を連ねます。
特にベルギーはヨーロッパ中から買い付けに来るほど、安くていいものが手に入ると有
名です。
立派な店構えをもつアンティークショップでは手が出ませんが、ブロカンテと呼ばれる
古道具市なら交渉次第で面白くなります。
朝7時から始まる市には、開き切る前から目当てのものを見つけようと客がうろうろし始
めます。最初はさりげなく「これっていくら？」「30ユーロだよ」「OK サンキュー」と離れて、
また店を閉じそうな頃を見計らって声をかけ、「15ユー
ロ？」「NO! 25ユーロ」「じゃあいいわ」「OK 20でいいよ」

「18にしてよ」しぶしぶといった感じで「OK」内心やっ
た！とガッツポーズをしながらにこやかに握手する。
さらに何個か買って合わせてまけさせるていうのもいい
結果を生みます。
重いから（手荷物）高いからとあきらめたら、出会いは一
期一会で日本に帰ってきてから師匠などは「ああーあの
手風琴を買えばよかった」とずーっという羽目になります。

買ってきた骨董品は教室で使うモチーフになります。師
匠はフラットマンドリンとランプ、私はデルフトの壺と花
瓶を買ってきました。
それを見るたびに旅の思い出がよみがえります。

携帯の画面だけに見入っているのではなく、もっと季
節は移り変わり、セミの声も変わりゆく自然と触れ合い、
生きている人間を相手に話し合い、わかろうとすれば、
きっと戦争やテロや危険思想も影をひそめると思うの
です。

ブルージュ スケッチ淡彩

い
ち
は
や
く
つ
く
つ
く
法
師
鳴
き
始
む 

吉
田
ひ
ろ
し

近
頃
は
習
慣
と
な
り
大
昼
寝 

関　
　

里
美

折
鶴
に
オ
バ
マ
氏
重
ね
原
爆
忌 

塚
本　

千
鶴

窓
開
け
て
朝
顔
眺
め
挨
拶
す 

杉
江　

民
子

時
な
ら
ぬ
ス
マ
ホ
持
つ
群
れ
蟻
地
獄 

谷
川
と
志
江

落
蝉
を
拾
へ
ば
終
の
声
し
ぼ
る 

片
岡　

光
子

蜩
や
夕
日
と
ど
ま
る
城
の
松 

加
藤　

久
子

青
春
の
色
か
も
知
れ
ず
ソ
ー
ダ
水 

斉
藤　

浩
美

ペ
デ
キ
ュ
ア
が
下
駄
よ
り
見
ゆ
る
盆
踊
り 

石
川　

太
一

蝉
時
雨
は
た
と
鳴
き
止
む
雨
模
様 

磯
村
美
耶
子

核
廃
絶
願
い
黙
祷
原
爆
忌 

村
井
み
さ
を

核
弾
頭
あ
ま
た
あ
り
て
の
原
爆
忌 

中
尾　

節
也

凌
霄
花
農
小
屋
ひ
と
つ
覆
ひ
け
り 

古
川　

義
高

山
の
端
の
夕
日
に
沈
む
夏
野
か
な 

古
川
三
恵
子

瓜
鰻
饂う

ど
ん飩
に
蜆
土
用
丑 

竹
内
三
千
彦

内
科
医
院
診
察
室
の
涼
し
け
り 

岩
田
つ
ま
子

細
き
身
の
置
き
所
な
き
大
暑
か
な 

杉
山　

和
美

舟
洗
う
漁
師
の
礼
儀
盆
用
意 

谷
川　

利
子

あ
の
子
待
つ
浴
衣
姿
の
げ
た
の
音 

大
高　

一
男

飴
ひ
と
つ
ふ
く
み
て
句
作
夏
の
夜 

村
井　

範
子

近
寄
れ
ば
稲
の
花
つ
き
風
に
ゆ
れ 

都
築　

信
子

花
蘇
鉄
し
の
び
返
し
の
鉄
の
錆 

竹
内　

艶
子

窯
元
の
古
井
戸
ぬ
け
て
萩
の
風 

服
部　

窯
平

新
都
知
事
送
る
エ
ー
ル
や
蝉
の
声 

山
中　

博
子

ペ
ン
ギ
ン
の
浮
き
ど
こ
ろ
な
き
大
暑
か
な 

桑
山　

撫
子

忘
れ
物
気
付
く
炎
暑
や
二
往
復 

冨
田　

悦
子

日
の
蔭
の
移
り
し
ま
ま
に
猫
昼
寝 

江
端　

久
恵

う
す
ご
ろ
も
心
の
う
ち
を
見
透
か
さ
れ 

藤
井　

文
月

な
つ
か
し
き
歌
く
ち
ず
さ
む
夏
の
夜
半 

杉
江　

タ
エ

夫
が
彫
る
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
赤
し 

中
山　

洋
子

清
流
の
動
く
魚
影
の
大
暑
か
な 

清
水
ド
ラ
吉

甲
子
園
夢
に
持
つ
子
の
日
焼
顔 

林　
　

京
子

猛
暑
日
や
涼
を
求
め
て
老
夫
婦 

柴
山　

庄
山

我
が
腕
に
留
ま
り
し
ヤ
ン
マ
と
に
ら
め
っ
こ 

中
村　

洋
子

～
三
十
日
㈮　

午
前
九
時
～
午
後
四

時
半　

内
容　

サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
に

色
々
な
色
の
染
料
を
付
け
、布
に
押

し
て
楽
し
み
ま
す
。　

材
料
費　

一

枚
六
十
円

▼
い
ろ
あ
そ
び「
ふ
で
で
ラ
イ
ン
を

か
こ
う
」・
二
十
一
日
㈬
～
三
十
日
㈮

　

午
前
九
時
～
午
後
四
時
半　

内
容

　

筆
に
染
料
を
付
け
、木
棉
の
布
地

に
好
き
な
ラ
イ
ン
を
描
い
て
染
め
ま

す
。　

材
料
費　

一
枚
二
百
円

▼
草
木
染
め「
す
お
う
の
ピ
ン
ク
」・

二
十
一
日
㈬
～
二
十
三
日
㈮　

午
前

九
時
～
午
後
四
時
半　

内
容　

す
お

う
の
染
料
を
使
っ
て
あ
わ
い
ピ
ン
ク

の
模
様
を
布
に
染
め
ま
す
。　

材
料

費　

一
枚
四
百
円
～（
限
定
三
十
枚
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ

　
（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
）

▼
M
I
X　

吉
川
千
香
子
・
二
日
㈮

～
十
二
日
㈪　

午
前
九
時
～
午
後
五

時
半　

入
場　

無
料

▼
金
成
潤
子　

陶
展
・
十
六
日
㈮
～

二
十
六
日
㈪　

午
前
九
時
～
午
後
五

時
半　

入
場　

無
料

▼
榊
原
照
代　

陶
展
・
三
十
日
㈮
～

十
月
十
日（
月
・
祝
）　

午
前
九
時
～

午
後
五
時
半　

入
場　

無
料

◎
常
滑
屋

▼「
昭
和
レ
ト
ロ
の
ガ
ラ
ス
＆
う
つ

わ
展
」・
～
四
日
㈰

▼「
小
夜
衣
展
」・
六
日
㈫
～
十
一
日

㈰▼「
切
り
絵
ア
ー
ト
展
」・
十
七
日
㈯

～
二
十
五
日
㈰

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
陶
芸
体
験［
有
料
］・
～
六
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
四
時　

有
料

▼
産
地
野
菜
展
・
八
日
㈭
～
十
三
日

㈫　

午
前
九
時
～
午
後
四
時　

無
料

▼
山
田
陶
山
作
品
展
・
十
五
日
㈭
～

二
十
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

　

無
料

▼
黙
示
庵
窯
作
陶
展
・
久
田
邦
男
・

二
十
二
日（
木
・
祝
）～
十
月
四
日
㈫

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時　

無
料

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
～
六
日
㈫

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時　

無
料

▼
柴
山
庄
山
作
陶
展
・
八
日
㈭
～

十
三
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

　

無
料

▼
秋
の
器
展
・
陶
房
杉
・
十
五
日
㈭
～

二
十
七
日
㈫　

午
前
九
時
～
午
後
五

時　

無
料

◎
方
円
館

▼
森
下
宗
則　

陶
展
・
九
日
㈮
～

二
十
二
日（
木
・
祝
）

▼
第
二
回　

逸
品
急
須
展
・
二
十
四

日
㈯
～
十
月
五
日
㈬

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
絵
画
展（
木
の
葉
会
）・
九
日
㈮
～

二
十
一
日
㈬

▼
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
お
は
な
し
会

の
ゆ
う
べ（
お
へ
そ
の
会
）演
目「
ね

な
い
こ
だ
れ
だ
」せ
な
け
い
こ
／
さ

く
・
え
、「
ば
け
も
の
つ
か
い
」川
端

誠
／
作　

な
ど
・
二
十
二
日（
木
・

祝
）　

午
後
四
時
～

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
上
映
会（
日

本
語
字
幕
と
音
声
ガ
イ
ド
付
き
映

画
）『
武
士
の
家
計
簿
』・
二
十
五
日

㈰　

午
後
二
時
～　

定
員　

三
十

名（
視
覚
、聴
覚
障
害
者
の
方
・
健
常

者
ど
な
た
で
も
）

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
一
・
八
・

十
五
・
二
十
二
・
二
十
九
日
各
㈭　

午
後
一
時
半
～
同
四
時
半　

問
合

せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知
多
ネ
ッ
ト　

鈴

木　

☎
0
9
0
―
8
4
2
2
―

4
2
5
1

▼
パ
ソ
コ
ン
わ
い
わ
い
相
談
室
・

十
・
二
十
四
日
各
㈯　

午
後
一
時
半

～
同
四
時　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知

多
ネ
ッ
ト　

田
中　

☎
０
９
０
―

２
６
１
２
―
１
９
９
０

▼
親
業
体
験
！
学
習
会　

批
判
し

な
い
で
、共
感
的
に
話
を
聞
く
練
習

を
す
る　

日
常
生
活
を
振
り
返
り

　

気
が
付
い
た
こ
と　

困
っ
て
い

る
事
な
ど
自
由
に
話
し
合
う
・
十
三

日
㈫　

午
前
九
時
四
十
五
分
～
正

午　

講
師　

親
業
訓
練
協
会
認
定

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

参
加
費　

千
円　

問
合
せ　

親
業
サ
ー
ク
ル

　

稲
葉　

☎
72
―
７
１
３
８　

※

当
日
参
加
自
由

▼
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー「
能
力
を
伸

ば
す
ほ
め
方　

叱
り
方
」子
育
て
に

関
す
る
学
習
会
と
質
疑
応
答
・
十
三

日
㈫　

午
前
十
時
～
正
午　

参
加

費　

無
料　

問
合
せ　

知
多
家
庭

教
育
研
究
会　

山
下　

☎
72
―

１
９
０
２

▼
腸
大
事
講
座「
腸
内
環
境
を
改
善

　

健
や
か
に
生
き
ま
し
ょ
う
！
」・

二
十
一
日
㈬　

午
前
十
時
～
正
午

　

講
師　

森
田
久
美
子
さ
ん（
腸
セ

ラ
ピ
ス
ト
）　

定
員　

二
十
名　

参

加
費　

二
百
五
十
円

▼
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
い　

身
体

の
歪
み
を
矯
正
し
て
体
形
を
キ
ー

プ
・
二
十
九
日
㈭　

午
前
十
時
半

～
正
午　

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

Sm
iley  D

ream　

定
員　

十
五

名（
妊
婦
・
子
育
て
中
の
親
）　

参
加

費　

無
料

◎
武
豊
町
民
会
館

　

ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

▼
大
人
の
木
工
教
室「
組
み
合
わ
せ

自
由
！
フ
リ
ー
ラ
ッ
ク
」・
三
日
㈯
・

四
日
㈰　

各
午
前
十
時
～
午
後
四

時（
二
日
間
連
続
講
座
）　

定
員　

十
二
名（
高
校
生
以
上
）　

参
加
費

　

千
五
百
円

▼
福
寿
大
学
④
み
ん
な
で
歌
お
う

思
い
出
の
歌
・
九
日
㈮　

午
前
十
時

～
正
午　

講
師　

高
木
幸
江
さ
ん

　

参
加
費　

無
料

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展「
知
多
に
始

ま
る
近
代
絵
画
パ
ー
ト
Ⅶ　

生
誕

一
三
〇
年
横
井
礼
以
展
」―
武
豊
駅

発
、汽
車
か
ら
見
え
る
海
と
山
―
・

十
五
日
㈭
～
二
十
一
日
㈬　

オ
ー

プ
ニ
ン
グ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

市
野
秀
樹
さ
ん（
画
家
・
二
紀
会
委

員
・
名
古
屋
造
形
大
学
名
誉
教
授
）・

中
山
真
一
さ
ん（
郷
土
美
術
愛
好

家
）　

十
五
日
㈭　

午
前
十
時
半
～

同
十
一
時

▼
話
し
方
体
験
講
座
・
①
声
・
滑
舌

編　

十
七
日
㈯　

午
前
九
時
半

～
正
午　

定
員
二
十
名（
中
学
生

以
上
）　

②
プ
レ
ゼ
ン
編　

十
月

十
五
日
㈯　

午
前
九
時
半
～
正
午

　

定
員
十
六
名（
中
学
生
以
上
）　

　

講
師　

梶
田
香
織
さ
ん（
プ
レ

ゼ
ン
ジ
ャ
パ
ン
代
表
）　

参
加
費

　

無
料

▼
ア
フ
レ
コ
体
験
講
座
・
十
七
日

㈯　

午
後
一
時
半
～
同
四
時
半　

講
師　

梶
田
香
織
さ
ん（
プ
レ
ゼ

ン
ジ
ャ
パ
ン
代
表
）　

定
員
十
四
名

（
小
学
四
年
生
か
ら
高
校
生
）　

参

加
費　

無
料　

※
定
員
に
達
し
ま

し
た

▼
レ
ゴ
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
教
室
☆
大

人
・
十
九
日（
月
・
祝
）　

午
前
十
時

～
午
後
四
時
半　

講
師　

伊
藤
勤

さ
ん　

定
員
七
名（
高
校
生
以
上
）

　

参
加
費　

無
料

▼
ゆ
め
プ
ラ
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
二
〇
一
六　

無
伴
奏
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
世
界　

出
演　

森
本

千
絵
さ
ん
・
二
十
一
日
㈬　

午
前
十

時
半
～
同
十
一
時
半　

演
奏
曲　

ロ
ン
ド
風
ガ
ヴ
ォ
ッ
ト
／
バ
ッ
ハ
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
／
松
井
昭

彦
他　

チ
ケ
ッ
ト　

五
百
円（
一
ド

リ
ン
ク
付
き
）

◎
武
豊
町
総
合
体
育
館

▼
た
け
と
よ
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
～

新
記
録
に
挑
戦
～
・
十
一
日
㈰

▼
第
四
十
九
回
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大

会
・
二
十
五
日
㈰

◎
長
尾
児
童
館

▼
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぼ
う
・
十
七
日

㈯　

午
後
二
時
～
同
三
時

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
ゲ
ー
ム
大
会
・
十
七
日
㈯　

午
後

一
時
半
～
同
三
時

◎
富
貴
児
童
館

▼
あ
り
が
と
う
を
伝
え
よ
う「
プ
ラ

バ
ン
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
」・
十
七

日
㈯
・
十
八
日
㈰　

各
午
後
二
時
～

同
三
時　

申
込
要　

三
日
㈯
～

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
九
月
の
星
見
会
・
十
日
㈯　

午
後

七
時
～
同
八
時
半　

月
や
土
星
・
火

星
・
海
王
星
を
観
察
し
ま
す
。　

定

員　

六
十
名（
小
学
生
以
上
）　

参

加
費　

大
人
三
百
円　

小
人　

百

円　▼
ナ
イ
ト
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　
「
緑

の
小
人
」と
名
づ
け
ら
れ
た
天
体
が

あ
り
ま
し
た
。天
体
の
名
前
の
謎

に
迫
り
ま
す
。・
十
六
日
㈮　

午

後
七
時
～
同
八
時　

定
員　

百
名

（
小
学
生
以
上
）　

参
加
費　

大
人

　

二
百
五
十
円　

小
人　

百
円

◎
碧
南
白
竹
木
材
㈱

　

白
竹
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
大
人
の
た
め
の
書
道「
写
経
＆
美

文
字
」・
七
日
㈬　

午
後
一
時
半
～

同
三
時
半　

講
師　

さ
つ
き
書
道

会　

澤
田
佳
久
さ
ん　

定
員　

各

八
名（
予
約
制
）　

参
加
費　

写
経

　

二
千
五
百
円
／
回　

美
文
字　

三
千
円
／
回

▼
ね
こ
・
猫
・
ネ
コ
展（
作
家
八
組

に
よ
る
作
品
の
展
示
と
販
売　

と

ん
ぼ
玉
・
切
り
絵
・
革
細
工
・
イ
ラ
ス

ト
・
七
宝
・
陶
器
な
ど
）・
九
日
㈮
～

十
四
日
㈬

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

　

伊
賀
焼 

ま
し
の
窯　

関　

龍
郎
さ
ん

　
「
い
つ
も
、

あ
い
つ
は
奥

さ
ん
と
一
緒

だ
で
」
と
い

う
、
陶
芸
作

家
を
知
人
に

紹
介
し
て
も

ら
っ
た
。
や

っ
ぱ
り
、
一

緒
。
い
つ
も

二
人
で
、
と
っ
て
も
仲
良
し
の
よ
う
だ
。
そ

の
陶
芸
家
は
、
関
龍
郎
さ
ん
。
三
重
県
伊

賀
市
猿
野
で
作
陶
し
て
い
る
。
奥
さ
ん
も

ご
主
人
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
作
陶
す

る
。
関
さ
ん
が
暮
ら
す
猿
野
は
秋
が
深
ま

れ
ば
、
山
里
を
染
め
る
紅
葉
の
ひ
と
味
違

う
趣
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
自
然

豊
か
で
温
泉
も
あ
り
、
ほ
っ
こ
り
で
き
る
所

と
い
う
。
ザ
・
日
本
の
風
情
に
一
度
、
行
っ

て
み
る
と
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
人
も
多

い
と
、
い
う
。

　

関
さ
ん
の
母
親
が
陶
芸
に
興
味
が
あ
っ

た
影
響
で
、
子
供
の
頃
か
ら
陶
芸
教
室
に

母
親
と
一
緒
に
よ
く
通
っ
た
。
子
供
な
が
ら

に
、
自
分
だ
け
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
一
枚
の
皿

に
感
銘
を
受
け
た
。
自
分
の
作
っ
た
作
品

は
、
心
が
き
ら
め
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

大
切
に
し
た
。
20
代
半
ば
で
陶
芸
を
天
職

と
し
た
。20
年
間
、が
む
し
ゃ
ら
だ
っ
た
。今
、

よ
う
や
く
陶
芸
が
面
白
く
な
っ
て
き
た
と

い
う
。

　

関
さ
ん
は

壺
、
花
器
、

抹
茶
茶
碗
…

と
、
何
で
も

作
陶
す
る
。

窯
の
中
で
炎

の
勢
い
に
よ

っ
て
、
で
き
る
灰
か
ぶ
り
は
美
し
い
。
土
の

風
合
い
は
、
み
ず
み
ず
し
い
。
伊
賀
焼
は

料
理
を
よ
り
美
し
く
見
せ
る
器
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
関
さ
ん
の
作
る
器
は
豊
か
に
生

活
を
楽
し
ん
で
い
る
、
心
の
豊
か
さ
が
あ
る

こ
と
を
、
そ
っ
と
教
え
て
く
れ
る
。
関
さ
ん

の
器
の
手
触
り
は
極
上
、
暖
か
み
が
あ
る

と
、
奥
さ
ん
は
自
慢
気
に
話
す
。
シ
ン
プ

ル
だ
け
れ
ど
、
ず
し
り
と
重
み
の
あ
る
、
そ

し
て
、
ど
こ
か
ポ
ッ
プ
な
印
象
を
受
け
る
。

2
0
1
3
年
、
め
し
碗
グ
ラ
ン
プ
リ
展
に
て

陶
器
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

今
後
は
も
っ
と
質
の
い
い
も
の
を
作
陶

し
て
い
き
た
い
と
、
関
さ
ん
は
い
つ
も
思
っ

て
い
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
込

め
て
作
陶
し
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
、
絶
対

的
な
責
任
と
、
関
さ
ん
は
い
う
。
そ
し
て
、

集
大
成
は
や
っ
ぱ
り
日
本
の
真
ん
中
の
デ

パ
ー
ト
で
個
展
を
開
い
て
み
た
い
と
、
話
し

た
。

　

趣
味
は
、
奥
さ
ん
と
二
人
で
楽
し
む
窯

元
巡
り
。
出
掛
け
た
先
で
、
た
ま
た
ま
出

合
っ
た
も
の
を
受
け
入
れ
て
、
そ
れ
を
楽
し

む
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。
購
入
し
た
作

品
は
奥
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。    　
　
　
　
　
　
　

  　
（
赤
井 

伸
衣
）

　
「
カ
ダ
ヤ
シ
が
沢
山
い
た
ヨ
」

と
、
い
つ
も
行
き
付
け
の
喫
茶

店
で
し
ゃ
べ
り
掛
け
て
き
た
Ｋ

氏
。「
ど
こ
に
い
る
」と
聞
け
ば
、

「
裏
の
水
槽
に
入
れ
て
あ
る
」と
。

　

早
速
、
見
に
行
け
ば
、
三
十

㌢
程
の
大
き
さ
の
水
槽
に
、
五

十
匹
ほ
ど
の
カ
ダ
ヤ
シ
が
、
う

よ
う
よ
。
ど
こ
の
川
に
こ
ん
な

に
沢
山
い
た
の
？
」
と
聞
け
ば
、

川
の
名
前
は
と
も
角
、「
本
流

か
ら
少
し
上
っ
た
と
こ
ろ
に
、

う
よ
う
よ
と
い
て
、
早
速
タ
モ

で
す
く
い
取
っ
た
ん
だ
よ
」
と
。

　

早
速
、
全
部
の
カ
ダ
ヤ
シ
を

借
り
て
、
わ
が
家
の
、
魚
撮
り

用
の
水
槽
で
撮
っ
た
の
が
上
の

写
真
①
。
下
の
写
真
②
は
、
前

が
雄
で
後
ろ
が
雌
。

　

見
れ
ば
わ
か
る

が
、
雄
は
雌
よ
り

小
さ
く
、
全
長
三

㌢
程
。
雌
は
五
㌢

程
に
な
る
。
更
に
、

雄
の
尻
鰭
は
、
第

三
～
第
五
軟
条
が

棒
状
に
伸
び
て
、

交
尾
器
に
な
っ
て

い
る
。

　

メ
ダ
カ
と
の
区

別
は
、
尾
鰭
、
尻

鰭
に
あ
り
、
尾
鰭

の
末
端
が
垂
直
に

な
っ
て
い
る
の

は
メ
ダ
カ
で
、
カ
ダ
ヤ
シ
は
、

丸
く
な
っ
て
い
る
。
尻
鰭
の
違

い
は
、
カ
ダ
ヤ
シ
は
前
記
の
通

り
、
雄
で
は
棒
状
に
伸
び
、
雌

は
、
普
通
の
鰭
の
形
を
し
て
い

る
が
、
メ
ダ
カ
で
は
、
雌
雄
共

に
長
方
形
を
し
て
い
て
、
雌

よ
り
雄
の
方
が
少
し
縦
長
に
な

っ
て
い
る
。

　

カ
ダ
ヤ
シ
は
、
北
ア
メ
リ
カ

原
産
の
種
で
、
漢
字
で
書
け
ば

蚊
絶
や
し
。
水
の
汚
れ
に
強
く
、

雑
食
性
で
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や

小
昆
虫
、
藻
類
ま
で
も
食
べ
る

と
い
う
の
は
驚
き
で
あ
る
。

　

勿
論
、
蚊
絶
や
し
の
名
の
通

り
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で
流
行
し

た
と
言
わ
れ
る
マ
ラ
リ
ア
伝
染

性
熱
病
を
媒
介
す
る
と
い
う

マ
ラ
リ
ア
蚊
の
ボ
ウ
フ
ラ
を
、

パ
ク
パ
ク
食
べ
て
く
れ
る
こ
と

か
ら
、
大
正
二
年
に
わ
ざ
わ
ざ

輸
入
し
た
と
い
う
の
に
、
今
や

ボ
ー
フ
ラ
退
治
の
み
な
ら
ず
、

川
の
小
魚
、
小
昆
虫
ま
で
食
べ

て
し
ま
う
害
魚
と
な
っ
て
い
て
、

カ
ダ
ヤ
シ
の
棲
む
川
は
、
他
の

生
物
が
棲
め
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
①
入
れ
な
い
②
捨

て
な
い
③
拡
げ
な
い
。
で
あ
る
。

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
三
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
三
六
）

原　
　
　
　

穣

小川を独占するカダヤシの群れ

（５）　平成28年９月１日 第 337 号



想送庵

1

駐車場

家族葬専用 想送庵　常滑瑞雲殿隣接

正社員、パート・アルバイト募集中

フリーコール

事務所・店舗の清掃おまかせください！
年中無休・見積無料

常滑市新開町２丁目-４０
TEL〈0569〉34－6565  FAX〈0569〉34－2264 検索（有）明光　清掃

Towards a Cleaner Life…

有限会社

スタッフ
募集中

さわやかライフを応援します。

ドラッグつるみ屋
鬼 崎 店
常 滑 市 新 田 町５‐８１
TEL〈０５６９〉４３‐７７７８

willセラ店
常滑市鯉江本町５‐１６８‐２
TEL〈０５６９〉３４‐８８１５

タ ル ミ 店
常滑市樽水町１‐１４１‐２
TEL〈０５６９〉３５‐６６２８

美味しくて新鮮な地元、知多半島の生鮮食品や、自然の恵み
いっぱいの、からだに優しい食材がおすすめです！

常滑店
TEL 0569-35-5355

通常営業時間 AM9：30～PM9：00
ジェム電子水を使った手作りパン＆クッキーの店

美濃谷新
あらた

（2才2ヶ月）　武豊町中狭田中里
り

歩
ほ

（1才10ヶ月）　武豊町西門

平成28年９月１日　（６）第 337 号


